





































































































30 回／分の割合で（椅子は 5000 回／机は 2000 回）行う。
曲げ試験
引張試験
圧縮試験
剪断試験
96　学童用家具の開発
学童用椅子
◆設計趣旨
・シンプルで軽快な形状を目指し、四本の脚を独立させた。
・積み上げて保管することを想定し、スタック可能な形状とした。
・児童の成長に対応できるよう高さ調節機構を有するものとし、
　座面のみの稼働機構により浮いて見えるようなデザインとした。
・座面寸法、シート高等は新JIS規格に適合するものとした。
・製品重量に関しては、児童自身が教室外へも持ち出すことを
考慮し軽量化を図った。
◆設計図面
◆学童用椅子試験結果、考察
・４回目の試作において耐力試験を完遂したが、重量、意匠面で
課題を残したため再製作したがその後合格には至らなかった。
・製品価格に関しては単品製作において２万円前後となり、部
材断面の簡略化、複数の同時製作により目標金額に近づける
可能性がある。
◆モックアップ　
学童用家具の開発　97
学童用机
◆設計趣旨
・児童の成長に対応できるよう高さ調節機構を有するものと
し、天板サイズ等、各部寸法は新JIS規格に対応したサイズと
している。
・製品重量に関しては、児童が教室内で持ち運ぶことを考慮し
た。
◆設計図面
◆学童用机試験結果、考察
・３回目の試作において耐力試験に合格し、重量も目標に近い
ものとなった
・製品価格に関しては単品製作において３万円前後となり、部
材断面の簡略化、複数の同時製作により目標金額に近づける
可能性がある。
・細部の意匠を再検討後、商品化が可能である。
◆モックアップ
